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 四輪車乗用中の交通事故死者は、シートベルト及びチャイルドシートが非着用であるこ

とが多く、特に後部座席の着用率は非常に低くなっています。後部座席でシートベルトを着

用せずに交通事故に遭った場合、車外放出や前席の同乗者への加害などの危険性があります。

車に乗ったら、必ず全席でシートベルトを着用しましょう。 

 

後部座席シートベルト非着用の危険性 

  １．車内で全身を強打する可能性があります。 

    事故の衝撃により、すさまじい力で前席や天井、ドア等にたたきつけられることがありま

す。仮に、時速６０㎞で進んでいる車が壁等に激突した場合、高さ１４ｍのビルから落ち

るのと同じくらいの衝撃をうけます。 

 

  ２．車外に放り出される可能性があります。 

    衝突の勢いが激しい場合、後席から車外に放り出されることがあります。車外に放り出

されると、堅いアスファルトに体を強打したり、後続車両にひかれてしまうことで、最悪の

場合は命を落としてしまいます。 

 

  ３．前席の人が被害をうける可能性があります。 

    衝突の勢いで後席の人が前方に投げ出されると、前席の人はシートとエアバッグにはさ

まれ、頭に大けがをすることがあります。後席の人がきちんとシートベルトを着用すること

は、前席の人の命を守ることにも繋がっています。 

区 分 
人身事故

件  数 

死   者 負 傷 者 物件事故

件  数 件 数 人 数 重 傷 軽 傷 計 

令和７年 １ ０ ０ ０ １ １ ９ 

令和８年 １ ０ ０ ０ ０ ０ １９ 

増減数 -１ ±０ ±０ ±０ -１ -１ +１０ 

加 美 警 察 署 

色 麻 町 


